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ロンジェビティ領域における研究・社会実装検討を目的とした 

ASAGI Labs ロンジェビティ・コンソーシアムへの参画について 

 
当社は、一般財団法人 ASAGI Labs（代表理事：早野元詞、以下「ASAGI Labs」）が設立した、ロンジェビティ

（健康寿命の延伸と持続可能な社会参加）に関する研究開発および新規事業の共創を目的とした「ASAGI 

Labs ロンジェビティ・コンソーシアム」に参画いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．背景と目的 

人生 100年時代の到来により、高齢者から若者まで、全ての国民に活躍の場があり、全ての人が元気に活

躍し続けられる社会、安心して暮らすことのできる社会をつくることが重要な課題となっています※１。こうした

背景のもと、長生きすることや病気を治すことだけでなく、人生のそれぞれの段階で、健康を保ちながら社会

と関わり続けられる状態を目指す「ロンジェビティ」という考え方が広がりつつあります。ロンジェビティ領域は、

単独のアカデミア、企業、自治体では解決できない複合的な課題であるものの、ロンジェビティに関する基礎

研究の成果は、食品、医薬品、金融商品、旅行・ホテル、さらには宇宙産業に至る多様な産業への応用が可

能です。 

アルフレッサグループは、「すべての人に、いきいきとした生活を創造しお届けします」というグループ理念のも

と、2032年度までの成長戦略「アルフレッサグループ中長期ビジョン」※２において、「健康寿命の延伸」、「地域医療

への貢献」、「ヘルスケア・イノベーション」の3つを社会価値創造のテーマとして掲げています。 

「ASAGI Labs ロンジェビティ・コンソーシアム」は、医療、食品、住まい、美容など、暮らしに関わる様々な分

野でのイノベーション創出を目指すASAGI Labsにより、アカデミア、企業、自治体、医療機関、非営利団体など

が連携する共創プラットフォームとして2026年4月１日に設立されました。本コンソーシアムは、ロンジェビティ

に関する研究開発および新規事業の共創を目的として、2026年6月1日より本格活動を開始し、産業の枠を超

えた新しい価値創造が期待されています。 

「健康寿命の延伸」への貢献を目指す当社は、本コンソーシアムの趣旨に賛同し、参画することといたしました。

医療・ヘルスケア領域で培ってきた知見を生かし、産官学金※３連携による健康寿命の延伸や持続可能な社会

参加といった社会課題の解決に貢献してまいります。 
 

※１ 出所：厚生労働省「『人生100年時代』」に向けて 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000207430.html 

 

※２ ご参考：2023年5月15日発表 

「アルフレッサグループ中長期ビジョン」策定のお知らせ 

https://ssl4.eir-parts.net/doc/2784/tdnet/2281689/00.pdf 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000207430.html
https://ssl4.eir-parts.net/doc/2784/tdnet/2281689/00.pdf


2 
 

※３ 産官学金：企業（産）、国・地方公共団体・政府関係機関を含む（官）、大学等の教育研究機関（学）に金融機関（金）も加わり、

研究開発から事業化・社会実装までを連携して進める枠組み 

 

２．ASAGI Labs ロンジェビティ・コンソーシアムについて 

（１）理念・ビジョン 

次の3つの理念を軸に、多様なステークホルダーによる共創を推進 

①Longevity（ロンジェビティ）：健康寿命の延伸と持続可能な社会参加 

②Narrative（ナラティブ）：個人の物語を起点とした、納得感のある人生設計 

③Multi-stage Life：「教育・勤労・引退」からマルチステージ※４への移行 

 
※４ マルチステージ：複数のキャリアを持ち，多様な人生を歩むこと 

 

（２）目的 

本コンソーシアムは、技術進歩と社会構造の変化を踏まえ、母子の健康と成長から20-30代の健康マネジメント、

キャリア形成、そして生涯を通じた健康寿命の延伸まで、全世代のロンジェビティを視野に入れた持続可能な社会

モデルの構築を目指します。老化研究の進展、AI技術の活用、およびナラティブを起点とした人生設計の変化に

対応し、マルチステージにおけるロンジェビティを軸とした技術、サービス、教育の開発と普及を通じて、多様なス

テークホルダーとの共創により、健康的で継続的な社会の実現に貢献することを目的としています。 

 

（３）主な活動内容 

①ロンジェビティに関する研究開発・事業創出に向けた情報交換と知見の共有 

②国内外の産官学連携による共同研究・社会実装プロジェクトの立案（分科会・ワーキンググループ方式） 

③ロンジェビティに関する情報発信、普及啓発、および政策提言 

④シンガポール国立大学をはじめとする国際コミュニティと共同開催するカンファレンス 

「Health Longevity and Medicine Conference（HLMC）」への参加機会の提供 

⑤年4回の定期イベント、ピッチ、勉強会、ネットワーキング等の開催 

 

（４）代表機関 

一般財団法人ASAGI Labs 

 

（５）事業年度 

毎年4月1日から翌年3月31日まで 

 

（６）参画会員 

一般財団法人ASAGI Labs 

株式会社ASAGI Labs 

アサヒクオリティーアンドイノベーションズ株式会社 

アルフレッサ ホールディングス株式会社 

NTTプレシジョンメディシン株式会社 

明治ホールディングス株式会社 

森永製菓株式会社 

ロート製薬株式会社 
 
詳細につきましては、一般財団法人ASAGI Labsが 2026年6月1日に発表した「ASAGI Labs ロンジェビティ・コンソーシアムを 

設立」をご参照ください。 

https://asagilabs.or.jp/ 

 

３．今後の見通し 

本件による今期業績へ与える影響は軽微です。 

 

以 上 

https://asagilabs.or.jp/

